










































































































































































その直後の経緯からする蜂起貴族集団への判断であり、それ以上はなにも記されてい い。そして、この文脈で、鳥羽院の意思に触れられて は、 「鳥羽院もつけまいらせられたりける惟方」という惟方
（Ⓐ５）
についてであり、そ





































































































































































































































































































































































































































































































































































30）安田元久、 『後白河上皇』 （吉川弘文館（人物叢書） 、一九八六年） 、八〇頁。
